
◯
歴
史

　
平
薄
磯
の
沖
合
に
は
、
古
く

か
ら
浅
瀬
が
多
く
存
在
し
、
航

海
者
か
ら
は
危
険
な
場
所
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
時
代
以

降
、
船
の
大
型
化
、
物
流
の
活

発
化
が
進
み
、
船
会
社
や
地
元

の
漁
業
者
か
ら
、
強
い
光
が
遠

方
ま
で
届
く
近
代
的
な
灯
台
の

建
設
を
求
め
ら
れ
、
初
代
の
塩

屋
埼
灯
台
が
明
治
三
十
二
（
一

八
九
九
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
白
と
黒
の
し
ま
模
様
の
あ
る

初
代
の
灯
台
は
、
完
成
当
時
れ

ん
が
造
り
の
灯
台
と
し
て
日
本

一
の
高
さ
を
誇
り
ま
し
た
が
、

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
の

福
島
県
東
方
沖
地
震
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
解
体
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
十
五
（
一

九
四
十
）
年
に
現
存
す
る
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
白
亜
の

灯
台
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
灯
台
も
、
戦
争
や
、

東
日
本
大
震
災
等
の
災
害
に
よ

る
損
傷
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
々
の
最
新
技
術
で
修
復

が
行
わ
れ
、
灯
台
の
役
割
が
維

持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

○
魅
力

　
塩
屋
埼
灯
台
は
、
全
国
に
十

六
基
し
か
な
い
見
学
可
能
な
灯

台
の
一
つ
で
す
。
「
日
本
の
灯

台
五
十
選
」
に
も
選
ば
れ
て
お

り
、
海
に
面
し
て
い
る
灯
台
の

周
辺
は
季
節
や
時
間
帯
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
景
色
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
最
新
の
技
術
や
設
備

が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
灯
台
の

心
臓
部
に
当
た
る
光
源
（
夜
間

に
光
を
放
つ
部
分
）
に
は
、

ア
ー
ク
放
電
に
よ
る
発
光
を
利

用
し
た
高
輝
度
・
省
電
力
・
長

寿
命
の
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン

プ
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
光

度
四
十
四
万
カ
ン
デ
ラ
の
強
力

な
光
は
、
複
数
の
小
さ
な
屈
折

面
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
第
三
等

大
型
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
を
介
し

て
、
沖
合
約
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ま
で
届
き
、
船
舶
に
灯
台
の

方
角
を
伝
え
て
い
ま
す
。

塩
屋
埼
灯
台
の
歴
史
と
魅
力

塩
屋
埼
灯
台
の
歴
史
と
魅
力

初代と現在の塩屋埼灯台

初代

現在

▶時間　８時30分～16時（入
　場は15時30分まで）
▶料金　200円（小学生以下
　は無料）
※天候などにより入場を規制
　する場合があります。

塩屋埼灯台の見学

塩屋埼灯台周辺のおすすめ撮影スポット
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特
集

塩屋埼灯台点灯120周年記念行事を開催

いわきの海を守り続ける　
　　塩屋埼灯台点灯120周年

　平薄磯の断崖に立つ塩屋埼灯台は、明治32（1899）年12月15日の点
灯開始以来、沖合を航行する船舶の安全を見守り続けています。
　点灯120周年を記念して各種イベントなどを開催しますので、本年
で120歳を迎える塩屋埼灯台の歴史に思いをはせ、ぜひ足を運んでみ
てください。

○お問い合わせ
　観光事業課
　観光事業係
　☎22－7477

海まち・とよま灯台フェス

塩屋埼灯台の歴史・魅力を探る講演会

塩屋埼灯台点灯120周年記念式典

※場所は塩屋埼灯台で実施します。時間など詳しくは、塩屋埼灯台点灯120周年記念事
　業実行委員会のフェイスブック（https://www.facebook.com/sioyasaki120/）を
　ご覧いただくか、同委員会事務局（☎080－6005－0989）へお問い合わせください。

11月２日㈯

12月14日㈯

12月15日㈰


